
「教科及び教科の指導法に関する科目」一覧
2025年度

必 選
学
科

教職専任 兼担 兼任

日本語文法Ⅰ 2 同 山口響史

日本語文法Ⅱ 2 同 （山口響史）

日本語音声学Ⅰ 2 同 鹿島央

日本語音声学Ⅱ 2 同 （鹿島央）

近藤さやか

稲垣広和

（近藤さやか）

（稲垣広和）

日本語学入門Ⅰ 2 同 後藤英次教授

日本語学入門Ⅱ 2 同 （後藤英次教授）

德竹由明教授

勝亦志織教授

日本文学入門Ⅱ 2 同 酒井敏教授

日本文学史Ⅰ 2 同 （勝亦志織教授） 大脇由紀子

柳沢昌紀教授

（德竹由明教授）

上代文学を読むⅠ 2 同 菊川恵三

上代文学を読むⅡ 2 同 （菊川恵三）

中古文学を読むⅠ 2 同 （勝亦志織教授）

中古文学を読むⅡ 2 同 （勝亦志織教授）

中世文学を読むⅠ 2 同 （德竹由明教授）

中世文学を読むⅡ 2 同 （德竹由明教授）

近世文学を読むⅠ 2 同 （柳沢昌紀教授）

近世文学を読むⅡ 2 同 早川由美

近代文学を読むⅠ 2 同 （酒井敏教授）

近代文学を読むⅡ 2 同 （酒井敏教授）

中国文学を読むⅠ 2 同 西川ゆみ准教授

中国文学を読むⅡ 2 同 （西川ゆみ准教授）

中国文学を読むⅢ 2 同 （西川ゆみ准教授）

中国文学を読むⅣ 2 同 （西川ゆみ准教授）

高桑康

庄田昭人

磯谷寧

国語科教育法Ⅰ 4 同 小塩卓哉教授

国語科教育法Ⅱ 4 （小塩卓哉教授）

●単位数 単位

単位

単位

単位

単位

●教職専任教員数 　（教科に関する専門的事項） 人

●必要教職専任教員数  （教科に関する専門的事項） 人

○○○○ 一般的包括的な内容を含む科目

※専任教員数（合計）には「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の専任教員は含まない。

34

6

3

左記に対応する開設授業科目
担当教員

履修
方法

国語表現法Ⅰ 2 同

国語表現法Ⅱ

学部 学科 取得可能免許

文学部 日本文学科 中一種免（国語）

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

施行規則に定める科目区分等

教
　
　
科
　
　
及
　
　
び
　
　
教
　
　
科
　
　
の
　
　
指
　
　
導
　
　
法
　
　
に
　
　
関
　
　
す
　
　
る
　
　
科
　
　
目

　
　
教
　
　
科
　
　
に
　
　
関
　
　
す
　
　
る
　
　
専
　
　
門
　
　
的
　
　
事
　
　
項

国語学（音声言語及び文章表
現に関するものを含む。）

国文学（国文学史を含む。）

漢文学

書道（書写を中心とする。）

教科及び教科の指導法に関する科
目における複数の事項を合わせた

内容に係る科目

各教科の指導法（情報機器及び

…

同

 教材の活用を含む。）

書道Ⅰ 2

E.「開設授業科目の合計単位数」（C+D）-「免許
状取得に必要な最低修得単位数（28）」

D.教員の免許状取得のための選択科目 8

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等の科目をあてる場合の単位数を含む。）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

54

0

54

2 同

日本文学入門Ⅰ 2 同

日本文学史Ⅱ 2 同

これらより

１２単位

選択必修



「教科及び教科の指導法に関する科目」一覧
2025年度

必 選
学
科

教職専任 兼担 兼任

日本語文法Ⅰ 2 同 山口響史

日本語文法Ⅱ 2 同 （山口響史）

日本語音声学Ⅰ 2 同 鹿島央

日本語音声学Ⅱ 2 同 （鹿島央）

近藤さやか

稲垣広和

（近藤さやか）

（稲垣広和）

日本語学入門Ⅰ 2 同 後藤英次教授

日本語学入門Ⅱ 2 同 （後藤英次教授）

德竹由明教授

勝亦志織教授

日本文学入門Ⅱ 2 同 酒井敏教授

日本文学史Ⅰ 2 同 （勝亦志織教授） 大脇由紀子

柳沢昌紀教授

（德竹由明教授）

上代文学を読むⅠ 2 同 菊川恵三

上代文学を読むⅡ 2 同 （菊川恵三）

中古文学を読むⅠ 2 同 （勝亦志織教授）

中古文学を読むⅡ 2 同 （勝亦志織教授）

中世文学を読むⅠ 2 同 （德竹由明教授）

中世文学を読むⅡ 2 同 （德竹由明教授）

近世文学を読むⅠ 2 同 （柳沢昌紀教授）

近世文学を読むⅡ 2 同 早川由美

近代文学を読むⅠ 2 同 （酒井敏教授）

近代文学を読むⅡ 2 同 （酒井敏教授）

中国文学を読むⅠ 2 同 西川ゆみ准教授

中国文学を読むⅡ 2 同 （西川ゆみ准教授）

中国文学を読むⅢ 2 同 （西川ゆみ准教授）

中国文学を読むⅣ 2 同 （西川ゆみ准教授）

国語科教育法Ⅰ 4 同 小塩卓哉教授

●単位数 単位

単位

単位

単位

単位

●教職専任教員数 　（教科に関する専門的事項） 人

●必要教職専任教員数  （教科に関する専門的事項） 人

○○○○ 一般的包括的な内容を含む科目

※専任教員数（合計）には「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の専任教員は含まない。

学部 学科 取得可能免許

文学部 日本文学科 高一種免（国語）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
担当教員

履修
方法科目

区分
各科目に含めること

が必要な事項
授業科目

単位数

同

国語表現法Ⅱ 2 同

国文学（国文学史を含む。）

同

同

教
　
　
科
　
　
及
　
　
び
　
　
教
　
　
科
　
　
の
　
　
指
　
　
導
　
　
法
　
　
に
　
　
関
　
　
す
　
　
る
　
　
科
　
　
目

　
　
教
　
　
科
　
　
に
　
　
関
　
　
す
　
　
る
　
　
専
　
　
門
　
　
的
　
　
事
　
　
項

国語学（音声言語及び文章表
現に関するものを含む。）

国語表現法Ⅰ 2

教科及び教科の指導法に関する科
目における複数の事項を合わせた

内容に係る科目

各教科の指導法（情報機器及び
 教材の活用を含む。）

日本文学史Ⅱ 2

日本文学入門Ⅰ 2

漢文学

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 52

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等の科目をあてる場合の単位数を含
む。）

0

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

48

…

E.「開設授業科目の合計単位数」（C+D）-「免許
状取得に必要な最低修得単位数（24）」

32

6

3

D.教員の免許状取得のための選択科目 8

これらより

１２単位

選択必修



「教科及び教科の指導法に関する科目」一覧
2025年度

必 選
学
科

教職専任 兼担 兼任

高桑康

庄田昭人

磯谷寧

書道Ⅱ 2 上小倉一志

書道Ⅲ 2 村瀬俊彦

書道Ⅳ 2 （村瀬俊彦）

書道Ⅴ 2 （磯谷寧）

書道史Ⅰ 2 （庄田昭人）

書道史Ⅱ 2 （庄田昭人）

書論 2 （上小倉一志）

書学 2 （上小倉一志）

德竹由明教授

勝亦志織教授

日本文学入門Ⅱ 2 同 酒井敏教授

日本文学史Ⅰ 2 同 （勝亦志織教授） 大脇由紀子

柳沢昌紀教授

（德竹由明教授）

上代文学を読むⅠ 2 同 菊川恵三

上代文学を読むⅡ 2 同 （菊川恵三）

中古文学を読むⅠ 2 同 （勝亦志織教授）

中古文学を読むⅡ 2 同 （勝亦志織教授）

中世文学を読むⅠ 2 同 （德竹由明教授）

中世文学を読むⅡ 2 同 （德竹由明教授）

近世文学を読むⅠ 2 同 （柳沢昌紀教授）

近世文学を読むⅡ 2 同 早川由美

近代文学を読むⅠ 2 同 （酒井敏教授）

近代文学を読むⅡ 2 同 （酒井敏教授）

中国文学を読むⅠ 2 同 西川ゆみ准教授

中国文学を読むⅡ 2 同 （西川ゆみ准教授）

中国文学を読むⅢ 2 同 （西川ゆみ准教授）

中国文学を読むⅣ 2 同 （西川ゆみ准教授）

書道科教育法 4 大池茂樹教授

●単位数 単位

単位

単位

単位

単位

●教職専任教員数 　（教科に関する専門的事項） 人

●必要教職専任教員数  （教科に関する専門的事項） 人

○○○○ 一般的包括的な内容を含む科目

※専任教員数（合計）には「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の専任教員は含まない。

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等の科目をあてる場合の単位数を含
む。）

0

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

46

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目

教
　
　
科
　
　
及
　
　
び
　
　
教
　
　
科
　
　
の
　
　
指
　
　
導
　
　
法
　
　
に
　
　
関
　
　
す
　
　
る
　
　
科
　
　
目

　
　
教
　
　
科
　
　
に
　
　
関
　
　
す
　
　
る
　
　
専
　
　
門
　
　
的
　
　
事
　
　
項

書道（書写を含む。）

書道Ⅰ

書道史

「書論、鑑賞」

日本文学史Ⅱ

3

54

担当教員
履修
方法

単位数

2 同

同2

同

学部 学科 取得可能免許

文学部 日本文学科 高一種免（書道）

…

「国文学、漢文学」

日本文学入門Ⅰ 2

教科及び教科の指導法に関する科
目における複数の事項を合わせた

内容に係る科目

各教科の指導法（情報機器及び
 教材の活用を含む。）

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数

D.教員の免許状取得のための選択科目 12

E.「開設授業科目の合計単位数」（C+D）-「免許
状取得に必要な最低修得単位数（24）」

34

5

これらより

１２単位

選択必修


